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1 は じ め に

ネギの栽培管理において、生育量、特に調製時の葉鞘

径 (調製葉鞘径)を把握することは、土寄せ時期、程度

を判断する上で重要である。仕上げ土寄せが早いと生育

が遅延し、細く仕上がる。逆に遅いと太く仕上がり、単

価が低くなるため、収益が減少する。

観察による判断では、正確さや客観性に乏しいため、

生産現場では一定本数を抜き取り、判断している。ただ

し、生育が異なる複数の圃場がある場合や、指導機関や

生産者団体による一定地域内の抜き取り調査では時間、

労力を要し、その都度抜き取られるネギも多量になる。

そこで、立毛状態、非破壊、簡易な測定から、調製薬

鞘径などの生育量を推定できないか検討したところ、簡

便で実用的な方法が得られたので、報告する。

2試 験 方 法

(1)試験年次 1996年 ～1997年

(2)試験場所 旧秋田農試圃場(秋田市仁井田、細粒褐

色低地土)

(3)試験方法

作型適応性の広い黒柄系品種 `吉蔵'(武蔵野)を、

用い、生育調査データと、葉面積や調製後の葉鞘径との

関係を比較、検討した。

(4)栽培概要

・作型 4月播種、 6月定植、秋冬どり

・育苗方法 200穴セルトレイ育苗

(1穴 2粒播き)

・栽植様式 セル間 6 all、 条間lm
・施肥量(kg/a)211tt N-1.3P,0`1.3K:01.3

割 巴 N-1.2 P10`-0.3 K10-1.2

3 試験結果及び考察

(1)葉身の形状

生育途中のネギ葉身の形状には、細長いものから太く

短いものまで、様々なタイプのものが見られた。形状を

整理するため、葉の先端からの位置と、その部分の葉の

周囲の長さ (葉周長)の関係を調査したところ、形状に

応したパターンが認められた (図 1)。

葉長と最も太い部分の葉周長 (最大葉周長)をそれぞ

れ 100と し、形状を標準化したところ、ほぼ同一のパタ

ーンを描くことが認められた (図 2)。 標準化された葉

の形状は、高い精度で2次近似できた。近似式による最

大葉周長の位置は、式を微分して得られる変曲点、葉先

から66%の部分であつた。このことから、最大葉周長の

位置は、葉の形状に関わらず、葉の先端から葉長の三分

の二に位置することが明らかになった。

(2)葉面積の推定

葉の形状は、近似式で表現できることから、葉面積は、

式を積分することで得られる。切り開いた葉を l lnlnt眼

紙に転写して計測した葉面積実測値と、近似式から算出

した推定値はほぼ同じ値を示し、葉長と最大葉周長から

高精度で葉面積が推定できることが示された (図 3)。

(3)調製薬鞘径の推定

定期的に行つた生育調査データから、調製葉鞘長との

相関が高い項目を探索した。その結果、最長葉 (抽出中

の葉-1,ま たは-2葉位)の最大葉周長との間に最も

高い相関が認められ、回帰式による推定精度も高かつた

(図 4)。 この方法は、非破壊での調製径推定に有効と

思われた。

また、最大葉周長の部位をつぶして幅を測定した値

(つぶし幅)は、葉周長との相関が高かつた。これによ

る調製葉鞘径の推定は、最大葉周長からの推定と比較す

るとやや精度は落ちるが、より簡便、迅速に測定できる。

どちらの方法でも、推定精度は実用上問題なく、現場で

の生育把握・診断に活用できると思われた (表 1)。
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4ま と め

ネギの生育量を立毛状態、非破壊で葉身を調査して推

定する方法を検討し、葉身の測定値から葉面積、調製薬

鞘径を推定する方法を明らかにした。

適切な土寄せのタイミングを知るための、簡便で迅速

なこの手法を、高品質ネギ生産に活かしたい。
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図1 生育中の葉の形状

下から細長い葉、通常の葉、太く短い葉、の 3例
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図3 葉面積実測値と、推定値の関係
注。図中の直線は 1:1を示す
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注 . 図4 最大葉周長と、調製薬鞘径の関係
注。近似直線 Y=0.233Ⅸ+1.267
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表1測定値による調製薬鞘径の推定精度
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図2 標準化した葉長と葉周長の関係
注.近似式 W=-0.0227L2+2.98L O.598

導関数 W'=0の時、L=65.6
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